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５．－２９）検定結果 大型鶏交雑 

ＹＤ×ＹＡ（RIR×RIR）雌系種鶏 肉用タイプ（ＰＳ♀）31 年度 

 

 (1) 体重（表３、図１参照） 

 体重は、4 週齢･8 週齢を 10％抽出(10 羽)、12 週齢･18 週齢を全羽数、40 週齢を 60％

抽出(50 羽)として測定した。 

 育成期間の 4 週齢(28 日齢)から 12 週齢（84 日齢）は、14 日齢から制限給餌を開始し

たため、12 週齢時で 1.24 ㎏、18 週齢では 1.91 ㎏で体重が抑制された。産卵が始まった

18 週齢以降は、産卵を促すため給餌量を段階的に増量したことから、成鶏期の 40 週齢

では 3.05 ㎏となった。 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 表３における 12 週齢の全数測定において、 

   発育不良等により極端に低い体重のもの 

   は、異常値として集計から除外した。 

 
  （参考）純粋種の平均体重（31 年鶏：40Ｗ雌） 

      ・ＹＤ：3,664ｇ(岡崎牧場系) 

      ・ＹＡ：1,960ｇ(岡崎牧場系) 

 

（表３・図１）平均体重の推移 
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 (2) 羽色・外貌特徴 
 
 ア 0 週齢時（羽色のみ(20 羽抽出) ）（図２参照） 

 羽色は、その組合せの中で多く占めている羽色タイプを順に、羽数をカウントすること

とした。 

「ＹＤ×ＹＡ」の羽色は、全て（20 羽中 20 羽）が羽色タイプⅠ（褐色）であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図２）＜ＹＤ×ＹＡ＞の羽色 
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イ 12 週齢時（羽色･外貌特徴：全羽数）（図３参照） 
 

 「ＹＤ×ＹＡ」は、全てが羽色タイプⅠ（濃褐色）であった。外貌の特徴は、何れも体

型が卵用種型（地鶏型）、冠は全て単冠で、脚色は黄色一部黒色（一部は褐色が混在）で

あった。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図３）＜ＹＤ×ＹＡ＞ 羽色タイプⅠの羽色・外貌の特徴 



- 4 - 

(3) 育成率・生存率 

 ア 育成率（表４・図４参照） 

 11 週齢で削そうにより 2 羽淘汰し、期間中の育成率は 97.5％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表４・図４）育成率の推移 

 

 イ 生存率（表５・図５参照） 

 期間中のへい死･淘汰はなく、検定終了時の 40 週齢（286 日齢）までの生存率は 100

％であった。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表５・図５）生存率の推移 
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(4) へい死・淘汰要因（表６参照） 
 
 14 日齢からの制限給餌の影響からか、削そうが発生し、検定終了時の 286 日齢までの

へい死･淘汰率は 2.5％となった。 

 

（表６）へい死･淘汰率（日齢/羽数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 産卵性能 

 ア 各性能（表７参照） 
 

 50％産卵日齢は、147 日齢。 

 ピーク産卵率は、97.8％。 

 168～286 日齢の期間産卵率は、93.6％。 

 

 （表７）各性能 

 

 

 

 

 

 

 

   ※「50％産卵日齢」は、産卵率が 50％に達した最初の日齢 
   ※「ピーク産卵率」は、産卵ピーク時 3 日間の平均産卵率 
   ※「期間産卵率」は、168～286 日齢の期間産卵個数／期間延べ羽数 

 

 

 （表８）＜参考＞ 純粋種の各性能（31 年鶏：岡崎牧場系） 

 

 

 

 

 
 
   ※「期間産卵率」は、168～286 日齢の期間産卵個数／期間延べ羽数 
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イ 週齢毎産卵率（表９・図６参照） 
 

 18 週齢から産卵を開始し、20 週齢から一気に上昇し、26 週齢で産卵ピークを迎えた。

その後の低下は緩やかで、30～39 週齢にかけて 90～95％を維持し、40 週齢では 89.1

％となった。 

（※ 純粋種のＹＤ及びＹＡと比較し、ＹＤよりも初産が３週間程度早い上、産卵ピー

クが非常に高く、期間産卵率全体が大きく押し上げられ、ＹＡと同等程度に産卵性能

が大幅に向上した。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表９、図６）週齢毎産卵率の推移 
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(6) 卵質性能 

 卵質性能は、35 週齢時の卵質検査において 60％抽出(60 個)として測定した。 
 
 ア 卵重（表 10～11・図７～８参照） 

 卵重は、35 週齢では 59.5ｇとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図 10・図７）卵重の状況 

 

 

 これら全ての測定値からそれぞれ度数分布、正規曲線を求めた結果、表 11、図８のよ

うな分布となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表 11、図８）卵重の度数分布・正規曲線 
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 イ 卵殻強度（表 12～13、図９～10 参照） 

 卵殻強度は、35 週齢では 4.38 ㎏/㎠、検定終了時の 64 週齢で 3.71 ㎏/㎠となった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表 12・図９）卵殻強度の状況 

 

 

 これら全ての測定値からそれぞれ度数分布、正規曲線を求めた結果、表 13、図

10 のような分布となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表 13、図 10）卵殻強度の度数分布・正規曲線 
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６．その他（参考） 
 
 ＜大型鶏交雑における飼料給餌量＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


